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フェイルオーバーグループとポリシー

LIFフェイルオーバーの概要

LIF フェイルオーバーとは、 LIF の現在のポートでリンク障害が発生した場合に別のネ
ットワークポートに LIF を自動的に移行する機能です。これは、 SVM との接続の高可
用性を実現するための重要な機能です。LIF のフェイルオーバーを設定するには、フェ
イルオーバーグループを作成し、フェイルオーバーグループを使用するように LIF を変
更してから、フェイルオーバーポリシーを指定します。

フェイルオーバーグループは、クラスタ内の 1 つ以上のノードのネットワークポート（物理ポート、 VLAN

、インターフェイスグループ）をまとめたものです。フェイルオーバーグループにあるネットワークポートに
よって、 LIF で使用可能なフェイルオーバーターゲットが決まります。フェイルオーバーグループには、クラ
スタ管理 LIF 、ノード管理 LIF 、クラスタ間 LIF 、および NAS データ LIF を割り当てることができます。

LIF に有効なフェイルオーバーターゲットを設定していないと、 LIF がフェイルオーバーしよ
うとしたときにシステムが停止します。フェイルオーバーの設定を確認するには、「 network

interface show -failover 」コマンドを使用します。

ブロードキャストドメインを作成すると、同じネットワークポートを含む同じ名前のフェイルオーバーグルー
プが自動的に作成されます。このフェイルオーバーグループはシステムによって自動的に管理されます。つま
り、ブロードキャストドメインのポートが追加または削除されると、フェイルオーバーグループのポートも自
動的に追加または削除されます。この機能により、管理者が自分のフェイルオーバーグループを管理する手間
を省くことができます。

フェイルオーバーグループを作成します

ネットワークポートのフェイルオーバーグループを作成して、 LIF の現在のポートでリ
ンク障害が発生した場合に、 LIF が別のポートに自動的に移行できるようにします。こ
れにより、システムのネットワークトラフィックがクラスタ内の使用可能な他のポート
に再ルーティングされます。

このタスクについて

を使用します network interface failover-groups create コマンドを使用してグループを作成し、
グループにポートを追加します。

• フェイルオーバーグループに追加できるポートは、ネットワークポート、 VLAN 、インターフェイスグル
ープ（ ifgrp ）です。

• フェイルオーバーグループに追加するポートは、すべて同じブロードキャストドメインに属している必要
があります。

• 1 つのポートを複数のフェイルオーバーグループに含めることができます。

• 異なる VLAN またはブロードキャストドメインに LIF がある場合は、 VLAN またはブロードキャストドメ
インごとにフェイルオーバーグループを設定する必要があります。

• フェイルオーバーグループは、 SAN の iSCSI 環境と FC 環境には適用されません。

ステップ
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フェイルオーバーグループを作成します。

network interface failover-groups create -vserver vserver_name -failover-group

failover_group_name -targets ports_list

• vserver_name は、フェイルオーバーグループを使用できるSVMの名前です。

• failover_group_name は、作成するフェイルオーバーグループの名前です。

• ports_list は、フェイルオーバーグループに追加するポートのリストです。
node_name > ： < port_number > という形式でポートを指定してください。たとえば、 node1 ： e0c の
ようになります。

次のコマンドは、 SVM vs3 にフェイルオーバーグループ fg3 を作成してポートを 2 つ追加します。

network interface failover-groups create -vserver vs3 -failover-group fg3

-targets cluster1-01:e0e,cluster1-02:e0e

完了後

• フェイルオーバーグループを作成したら、 LIF にフェイルオーバーグループを適用する必要があります。

• 有効なフェイルオーバーターゲットのないフェイルオーバーグループを LIF に設定すると、警告メッセー
ジが表示されます。

有効なフェイルオーバーターゲットのない LIF がフェイルオーバーしようとすると、システムが停止する
可能性があります。

LIF のフェイルオーバーを設定する

フェイルオーバーポリシーとフェイルオーバーグループを LIF に適用することにより、
ネットワークポートの特定のグループに LIF がフェイルオーバーするように設定できま
す。また、 LIF の別のポートへのフェイルオーバーを無効にすることもできます。

このタスクについて

• LIF を作成すると、 LIF フェイルオーバーがデフォルトで有効になり、使用可能なターゲットポートのリ
ストが、 LIF のタイプとサービスポリシーに基づくデフォルトのフェイルオーバーグループとフェイルオ
ーバーポリシーによって決まります。

9.5 以降では、 LIF を使用できるネットワークサービスを定義するサービスポリシーを LIF に指定できま
す。一部のネットワークサービスでは、 LIF のフェイルオーバーが制限されます。

フェイルオーバーをさらに制限する方法で LIF のサービスポリシーを変更すると、 LIF の
フェイルオーバーポリシーが自動的に更新されます。

• LIF のフェイルオーバーの動作は、 network interface modify コマンドの -failover-group パラメータと
-failover-policy パラメータの値を指定することによって変更することができます。

• LIF の変更によって、 LIF に有効なフェイルオーバーターゲットがなくなる場合は警告メッセージが表示
されます。
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有効なフェイルオーバーターゲットのない LIF がフェイルオーバーしようとすると、システムが停止す
る可能性があります。

• ONTAP 9.11.1以降のオールフラッシュSANアレイ（ASA）プラットフォームでは、新規に作成し
たStorage VMに新しく作成したiSCSI LIFでiSCSI LIFのフェイルオーバーが自動的に有効になります。

また、を使用することもできます "既存のiSCSI LIFでiSCSI LIFフェイルオーバーを手動で有効にする
"ONTAP 9.11.1以降にアップグレードする前に作成されたLIFを意味します。

• 次に、 -failover-policy の設定によって、フェイルオーバーグループからどのターゲットポートが選択され
るかを示します。

iSCSI LIFのフェイルオーバーの場合は、フェイルオーバーポリシーのみ local-only、 sfo-

partner-only および disabled がサポートされます。

• broadcast-domain-wide フェイルオーバーグループ内のすべてのノードのすべてのポートを環境 にし
ます。

• system-defined 環境 は、LIFのホームノードとクラスタ内の他の1つのノード（存在する場合は通常
はSFO以外のパートナー）にあるポートのみを対象とします。

• local-only 環境 を実行するのは、LIFのホームノードのポートだけです。

• sfo-partner-only 環境 を実行するのは、LIFのホームノードとそのSFOパートナーのポートだけで
す。

• disabled LIFにフェイルオーバーが設定されていないことを示します。

ステップ

既存のインターフェイスのフェイルオーバーを設定します。

network interface modify -vserver <vserver_name> -lif <lif_name> -failover

-policy <failover_policy> -failover-group <failover_group>

フェイルオーバーの設定例、および無効化の例

次のコマンドは、フェイルオーバーポリシーを broadcast-domain-wide に設定し、 SVM vs3 の data1 という
LIF のフェイルオーバーターゲットとして、フェイルオーバーグループ fg3 のポートを使用します。

network interface modify -vserver vs3 -lif data1 failover-policy

broadcast-domain-wide - failover-group fg3

network interface show -vserver vs3 -lif * -fields failover-

group,failover-policy

vserver lif             failover-policy       failover-group

------- -------------- ---------------        --------------

vs3     data1          broadcast-domain-wide  fg3

3

https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html
https://docs.netapp.com/ja-jp/ontap/san-admin/asa-iscsi-lif-fo-task.html


次のコマンドは、 SVM vs3 の data1 という LIF のフェイルオーバーを無効にします。

network interface modify -vserver vs3 -lif data1 failover-policy disabled

フェイルオーバーグループとポリシーを管理するためのコマン
ドです

を使用できます network interface failover-groups フェイルオーバーグループ

を管理するためのコマンド。を使用します network interface modify コマンドを
使用して、LIFに適用されるフェイルオーバーグループとフェイルオーバーポリシーを管
理します。

状況 使用するコマンド

フェイルオーバーグループにネットワークポートを
追加します

network interface failover-groups add-

targets

フェイルオーバーグループからネットワークポート
を削除します

network interface failover-groups

remove-targets

フェイルオーバーグループのネットワークポートを
変更する

network interface failover-groups

modify

現在のフェイルオーバーグループを表示します network interface failover-groups show

LIF のフェイルオーバーを設定する network interface modify -failover

-group -failover-policy

各 LIF で使用されているフェイルオーバーグループ
とフェイルオーバーポリシーを表示します

network interface show -fields

failover-group, failover-policy

フェイルオーバーグループの名前を変更します network interface failover-groups

rename

フェイルオーバーグループを削除します network interface failover-groups

delete

フェイルオーバーグループを変更した結果、クラスタ内のどの LIF も有効なフェイルオーバー
ターゲットを持たなくなってしまうと、 LIF がフェイルオーバーしようとしたときにシステム
が停止する可能性があります。

詳細については、のマニュアルページを参照してください network interface failover-groups およ

び network interface modify コマンド
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